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Project Letter  

活動ダイアリー・今後の予定 

AXCビル 

Ｃｉｎｅｍａの夕べ実行委員会 

ＣＪ Ｍｏｎｍｏ 

ＦＭ ＰＯＣＯ（福島コミュニティ放送（株）） 

GoodDayMarket実行委員会 

ＬＩＶＥ！スマイルふくしま実行委員会 

ヴォイスふくしま 

カッキラボ合同会社 

桜の聖母短期大学 

（株）福島まちづくりセンター 

福島県立医科大学保健科学部 

福島大学 

とっておきの音楽祭 ふくしま 

福島阿波おどり悠粋連 

福島駅東口地区市街地再開発組合 

福島県県北地方振興局 

福島県県北建設事務所 

福島交通（株）福島支社 

福島市観光開発（株） 

福島市子どもの夢を育む施設こむこむ 

福島市社会福祉協議会 

福島市商店街連合会 

福島市商店街連合会（青年部） 

福島市旅館ホテル協同組合 

福島商工会議所 

福島商工会議所（女性会） 

福島商工会議所（青年部） 

福島市 

福島学院大学福祉心理学科学友会 

ふくしま三大ブランド鶏推進協議会 

ふくしま情熱通り実行委員会 

ワインヴァンヴィーノ実行委員会 

阿武隈急行（株） 

（一社）手づくりマルシェ 

（一社）福島市観光コンベンション協会 

福島学院大学 

（公社）福島青年会議所 

国土交通省福島河川国道事務所 

仙台ターミナルビル（株） 

第一温調工業（株） 

置賜町スズラン通り商店街協同組合 

福島駅前通り商店街振興組合 

福島駅東口地区市街地再開発事業の状況 

福島駅東口地区 

市街地再開発組合 

市公式ウェブサイト 

 
福島駅東口地区第一種

市街地再開発事業 

福島駅東口地区市街地再開発事業の事業概要等を前号でお知らせしましたが、解体工事等の現況等につい

て、福島駅東口地区市街地再開発組合から寄稿いただきましたので、以下にご紹介します。 

 再開発組合では、本年7月4日に解体工事の安全祈

願祭を行い、解体前の周辺工事などを進めてきまし

たが、現在、解体工事の一環として、仮囲い及び足

場設置を進めています。（写真） 

 年内には建物の解体に着手する予定で、１１月末

からは、辰巳屋ビル西側の歩道を通行止めとさせて

いただきます。（下図） 

 ご不便ご迷惑をおかけしますが、安全かつ迅速に

工事を進めますので、う回路のご利用などご理解と

ご協力をお願いします。 

 また、仮囲いの壁面を活用したまちなかの賑わい

創出についても、官民一体で取り組んでいきます。 

 なお、本事業の内容は、福島市、または福島駅東

口地区市街地再開発組合のホームページをご覧くだ

さい。 

◆福島駅東口地区市街地再開発組合ホームページ 
https://fukushima-saikaihatsu.com/about/ 

◆福島市ホームページ 

「福島駅東口地区第一種市街地再開発事業」 
https://www.city.fukushima.fukushima.jp/shigaici-

saikaihatsu/machizukuri/toshikekaku/saikaihatsu/

saikaihatsuzigyou/saikaihatsujigyou05.html  

これまでに42団体（11／20現在）に参加いただき、

さらに仲間の輪を広げています。皆さんからのご紹介

をお願いします。 
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街なかテーマぱーく２０２２ 

 福島市の主催で11月13日（日）に開催された「街

なかテーマぱーく2022」を紹介します。 

 かつて街なかには、いくつかの百貨店があり、屋

上などには、ミニバッテリーカーやミニトレイン・

ミニ観覧車などを備えたミニ遊園地が、子ども達の

歓心を得ていました。街なかテーパぱーく2022は、

この「遊園地」をコンセプトにしています。 

 当日は、曇天ながら時々晴れ間がのぞき、時折風

があるものの比較的穏やかなイベント日和となりま

した。 

 メイン会場であるまちなか広場では、声優の松本

梨香さんがアニメソングやトークを披露したほか、

ご当地ゆるキャラやともだちプロジェクトとコラボ

し、観衆を沸かせました。これに、ＶＲアーティス

ト、ヨーヨー・けん玉チャンピョン、ともだちプロ

ジェクトによるパフォーマンスが続き、観衆の参加

なども交え、観客とともに盛り上げました。 

 街なか交流館、福島駅前通りではＶＲ体験ブース

キッチンカー、スイーツプレミアム、福島餃子など

の販売、吾妻通りからさんかく広場付近へは、ロー

ドトレインが運行し、バッテリーカー、ふあふあ、

縁日コーナーには、子ども達の笑顔があふれていま

した。 

 また、開催エリアに隣接するパセオ通りでは、街

コスが同時開催され、非日常的な空間を演出してい

プロジェクトメンバーの活動 

プロジェクトに活用できる事業 

 市内全域でイベント等の開催にご活用いただいている「商店街等活性化イベント支援事業補助」。申請等

をスムーズに行っていただくためにご留意いただきたい点等を紹介します。なお、事業補助の内容は、予算

の状況等により変更となる場合がありますから、申請前に、福島市ウェブサイト等をご確認ください。 

福島市商店街等活性化イベント支援事業補助 

１ 申請書の提出時期 … 事業着手日の１か月前と

なります。また、交付決定前に事業に着手すること

はできません。 

２ 補助対象事業 … 申請者が主催又は共催する地

域経済の活性化を目的として開催するイベント等

で、かつ、商業の振興に資するもので、⑴から⑹の

いずれかに該当する事業です。また、アからウのい

ずれかの取り組みが図られている事業が採択対象と

なります。 

３ 補助対象とならない事業及び経費 …… 右記の

事業及び経費は、採択対象外になります。 

ました。 

 地元関係者の皆さん、警察・保健所・消防などの

関係機関のご協力もあり、約4万5千人と多くの皆さ

んが来訪されました。出演者、企画・運営スタッフ

とともに御礼申し上げます。 

 市では、参加者・来訪者がとともに賑わい、楽し

めるイベントの展開など、街なかにさらに賑わいを

呼び込めるようプロジェクトの皆さんとの連携を深

めてまいります。 

皆さんにご寄稿いただき、様々な活動・イベントを紹介し

ていきます。ご協力をお願いいたします。 

４ 助成限度額等のある経費 …… 下表の経費に

は、助成限度額等があります。  

⑴ 市が推奨する地元産品等の販売促進を伴う事業 

⑵ 商店街が主催又は商店街との共催事業 

⑶ 市外からの誘客が見込める事業 

⑷ 様々な業種の交流や連携が図られている事業 

⑸ 地域が活性化するための演出が図られている事業 

⑹ その他市長が商業の振興に資すると認める事業 

ア イベントの開催を伴い賑わいの創出が図られている事業 

イ 商店街等との連携により商業の振興が図られている事業 

ウ 広く異業種間の連携が図られ、地域経済の活性化が図ら

れている事業 

※ 音楽、文化及びスポーツ等の振興が目的の事業でア、ウ

の取り組みが図られている事業も含む。 

⑴ 福島市以外で実施される事業及びその派遣に係る経費が

中心となっている事業 

⑵ 特定の個人、団体のみが参加する事業 

⑶ プレミアム商品券、安売り等が中心となっている事業 

⑷ スタンプラリー事業及び抽選会等が中心となっている事

業 

⑸ 同一団体が同一事業を年２回実施する事業 

※ 福島市ウェブサイトに掲載している福島市商店街等活性化イベント支援事業補助金の交付等に関する要綱、福島市商店街等活性化イベ

ント支援事業採択方針等をご確認ください。 

市公式ウェブサイト 

 
福島市街なか賑わい 

創出プロジェクト 
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賑わいづくり 

情報発信中 

経費区分 助成限度額等

報償費

旅費

通信運搬費 当該事業用と明確に区分できるものに限る

広告宣伝費 安売り等のチラシは対象外とする。

イベント費
金券は対象外とし、賞品等は総事業費の30％未満と

する。物販等の仕入れにかかる経費は除く。

備品費
当該事業用と明確に区分できるものに限る。汎用性

の高いものは不可。

委託費 対象事業費の50％以下とする。

光熱水費 当該事業用と明確に区分できるものに限る

食糧費
酒類は対象外とし、限度額は事業費の10％、上限

50,000円までとする。

人件費 臨時に雇用される賃金に限る

感染症対策費 賃借料、備品費、消耗品費、人件費等

当該事業用と明確に区分できるものとし、事業費の

20％未満とする。


